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要 旨 :

ドラマ教育とは, ドラマ活動をすること自体に教育的価値を見いだした過程中心の活動で, リーダー/フ ァ
シリテーター/教師等によつて導かれる教育目的にある即興的な活動である。本論の目的は、 英国のDrama
in mucation(DIE)の 実践的研究者であるジョナサン・ニーランズの「コンベンションズ・アプローチJの
特徴を活動例の検討を通して明らかにすることである。その結果,次の5つの特徴が明らかにされた。第 1
の特徴は,参カロ者が想像世界を出たり入つたりする経験を繰り返しさせながら,想像世界に深く入り込ませ
ることである。第 2の特徴は,参加者が登場人物を演じながら,状況を俯嗽する経験をさせようとしている
ことである。第 3の特徴は,あ らかじめファシリテーターによって緻密に計画されたドラマ活動であること
である。第 4の特徴は,ニーランズのドラマ活動のルーツが子どものごっご遊びであることである。第 5の

特徴は,想像世界の問題が,現代社会の問題とリンクして,参カロ者にドラマ活動を通して,考えさせ,自分
でこの問題に気づくように構成されていることである。
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1. は じめに

ドラマ (drama)の 語源は,ギ リシャ語の“dran"

で“do",つまり,「行為する」という意味であ

る。演劇の語源は,ギ リシャ語の“theatron"で

「眺める場所」である。このことから考えると,

ドラマ教育とは,従来の行われてきた子どもた

ちが台本を覚えて舞台で上演し観客に見せる演

劇活動ではなく,子 どもが ドラマをすること自

体に何らかの学びの機会があることを見いだし

た過程中心のグループ活動による教育のことで

あるといえる。日本では,演劇教育に過程中心

の ドラマ活動を包含する場合がある。しかし,

本論では上演を目的とする演劇活動と区別する

ために, ドラマ教育という名称を使 うことにす

る。欧米では,このような活動をクリエイティ

ブ 。ドラマ,イ ンフォーマル・ ドラマ,教育的

ドラマ,ディベロップメンタル・ ドラマ,チャ

イル ド・ ドラマ,Drama in Educ血 on(DIE),

プロセス・ ドラマ, ドラマなどと呼んでいる。

本論では,これらの過程中心の ドラマ活動を総

称して ドラマ教育と呼ぶことにする。

最近,大学,短大,小中高等学校において ,



コミュニケーション能力や表現力を育成するた

めに, ドラマ活動を授業に導入する試みが盛ん

になりつつある。そこで,本論では,1960年代

から始まった,英国における学校教育に ドラマ

活動を導入する活動である DIEを取り上げる

ことにする。

一般的に英国の DIEは ,「生徒たちが役を演

じながら探求する参加型の学習形式で,教師に

よって導かれる」 (Benne■ ,2005,p16)ド ラマ活

動である。つまり,子 どもたちが,「 もし,誰

かとしたら… (ぉ r… )」 と考え,現実とは異

なる想像された別の時間,別の場所で,別の人

物や 「もの」になり,演 じてみることである。

ときには,教師も登場人物として活動にカロわる

場合もある。特に,DIEは英国において初等・

中等学校で発展し,教科を教える学習媒体とし

て, さまざまな教科を総合的 。縦断的に教える

媒介として使われてきた。

本論の研究目的は,英国の ドラマ教育の実践

的研究者で あるジョナサン・ ニーランズ

(Jonothan Neelallds)の 「コンベンションズ・ア

プローチ」の特徴を明らかにすることである。

研究方法は,ニーランズの「コンベンションズ・

アプローチ」の ドラマ活動例の検討である。

2.ジ ョナサン・ニーランズの ドラマ

教育の 目的

ニーランズは,「過程中心主義の教育は,効

果的な発見のために系統化された構造や方法論

を通して,複合的な諸問題について,『現実世

界』をまさに映し出す学習を提供する」(Nedands,

1984,p4)と指摘し,その具体的方法として ド

ラマがあると考えている。「過程中心主義学習

の目的は,子どもたちが,新 しい意味を『 自分

たちで』発見できるようにすること」 (Neelands,

1984,p4)で ある。ドロシー・ヘスカット(Dorothy

Heathcotc)の ことばでいえば, ドラマ教育の目

的にいいかえれば,「子どもたちがすでに知っ

ているが,それに気づいていないことを子ども

たち自身で発見させること」(Wagncr,1976,p.13)

である。つまり, ドラマを通して,子 どもたち

の中で混沌としていたことに意味づけをするこ

とである。そして,ニーランズは,子 どもが慣

れ親しんでよく知っている劇的遊びの延長上に

あるドラマを通して,子 どもたちがすでに持っ

ている資源を伸長させたり,発展させたりしよ

うとしている。

ニーランズは,こ の文脈で ドラマについて次

の 7つの特徴をあげている (Ncclands,1984,pp.6-

7)。

① ドラマは,明確に児童中心主義の活動である。

たとえば,この活動は子どもたちがすでに持っ

ている言葉,経験,動機,興味を使 う。しか

し,同時に ドラマを通した学習は,教師の援

助に依拠している。教師のかかわりは,今ま

で子どもたちがいつもしてきた遊びに新しい

形やし方や,双方向で模倣的な行動に別の様

式を提示するねらいを持っている。

② ドラマは,演劇の技能を発達させることが日

的ではなく,想像されたイメージを構成して

いくことである。ゲームと演劇のコンベンショ

ンによって統制され想像されているイメージ

は,子 どもたちが,アクションを使つて,新

しいアイディア,考え,価値,役割,言葉を

試したり,行つたりするために非常に有効で

ある。 ドラマは,子 どもたちがパフォーマン



スするためではなく,子どもたちが経験する

ために行うことである。

③ ドラマは,実践的で直接的であり,感情と同

様に知性にかかわる。 ドラマは,科学的なや

り方で個人的なことと直観的なことを結びつ

ける。 ドラマは,想像された時間・空間 。人

物を通してアクションという側面を教室の学

習に持ち込む。

④ドラマは,想像されたアクションと言葉を通

して人間の意味を創りだしたり解釈したりす

る社会的で双方向的なやり方である。これら

のアクションと言葉は,現実世界のアクショ

ンと言葉をシミュレー トしたり対応したりし

ている。想像された経験は,参加者たちにとつ

て現実世界と同じような質でなければならな

い 。

⑤ ドラマは,適切に紹介されるならば,学習者

にとつて有益で活動的なプロセスとみなされ

る。 ドラマは,教科としても教育課程の明確

な領域としても位置づけられていない。 ドラ

マを演劇芸術として考えていない。 ドラマは,

数量化できないし,学術的でもなく,イ ンプッ

トとアウトプットを明確化できない。 ドラマ

は,いつでも教師と子どもたちが使えるよう

に準備されている絵画・造形の素材と同様に

教室の一つの資源として位置づけられるべき

である。

⑥ ドラマは,スペシャリス トによつて行われる

活動でも,ホールで行わなければならない活

動でもない。他方, ドラマ,明 らかにこれら

によつて発展した活動でもある。 ドラマは ,

すべての教師にとつて,可能な場所で行える

活動である。

⑦今まで強調してきたドラマは,子どもの遊び

を起源して,文化的 。個人的に発達して,そ

の先にある演劇芸術につながっていく連続体

に位置づいている。いいかえれば,教師は ,

子どもの学習経験に焦点を合わせて深めてい

くために,あまり親しみのない演劇という芸

術形式ではなく,子 どもが既に経験している

遊びに合わせていくことである。

以上のことから, ドラマには次の特徴がある

と考える。 ドラマは,教師の導きのもとで子ど

もが遊んでいるときと同じような経験をするこ

とであり,イ メージを構成し,想像された時間・

空間 。人物をアクションで具体化する活動で ,

現実世界を映しているものである。 ドラマは,

教室の素材の一つで,いつでも教師と子どもた

ちが使えるように準備されるものである。子ど

もの遊び/ドラマ/演劇という連続体があり,

ドラマは子どもがよく知つている遊びに近いも

のとして導入されるべきである。もう一つの ド

ラマの顕著な特徴は,「 ドラマが学び方である

と同時に指導法である」 (Neclands,1984,p.24),

ということである。

ニーランズは, ドラマ教育の目的を述べると

きに, ドラマを次の 3つの視点から考えている。

第 1に ,個人的 。社会的教育としてのドラマ

という視点である。これには,モラル教育も含

まれる。たとえば,自 尊心や社会性の発達,創

造性の育成,幸せな人生を送るために必要な意

味を解釈できる能力や対人関係をうまくできる

能力などである。

第 2に ,英語科としてのドラマという視点で

ある。1988年に英国で導入されたナショナル・

カリキュラムにおいて, ドラマは英語科の中に

位置づけられた。したがつて,ニーランズは,
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ドラマ教育の目的に読み書き能力の発達を指摘

している。

第 3に ,芸術教科としての ドラマの視点であ

・■倉的学冒 :正機・公正,思い
や′
・他者に対する共感的理解
・グループでの他者の必要性につい
ての洞察を獲得すること
,自己′グループの自己イメージを高
めること
ドラマの中でリスクをおかすこと

と実験的なことをすることを通
して新しい自己の見綸を発

見すること

要性を指摘している (Neelands,2004,p6)。 たと

えば,個人の演劇的技能の発達,演劇史や演

劇作品の上演についての知識などである。

図 1に示されているように,ニーランズの ド

ラマ教育の目的は,テーマとして個人的 。社会

的学習を取り上げたとしても,表現的学習,美

的学習,特定科目的学習の目的とかかわる。同

じことが,表現的学習,美的学習,教科的学習

を取り上げたときにも生じる。つまり,個人的・

社会的学習,美的学習,教科的学習,表現的学

習が相互に関係 しながら同時的に経験され,ね

る。  ニーランズは,  ドラマが GCSE(Gcneral
Ce■ 1■cate of Secondtt Educttbn)試 験に含まれ

ているので, これに対応した目的を設定する必

笏 団
・シンボル,イ メージ.メ タファーに個
人的につながりをもつこと
。登場人物とイベントヘの同一化

E t =-1>/aF7<*Haa6i (Neelmds and Gmde, 2000, p.l13)

・面 が
畔
  |

らいと内容に向かつて経験が繰 り返し重ねられ

るようになっている。ねらいと内容の濃淡は ,

教師の設定した目的によると考える。

しかし,ニーランズが ドラマ教育の目的とし

て強調していることは,子どもたちが ドラマと

いうグループ活動を通してさまざまに異なる人々

と協働できるようになること, ドラマを通して

個人的問題と社会的問題をつなげられるように

なること,さ まざま視点からものごとを考えら

れるようになることである(Ncelands,2009,pp 90-

91)。 ニーランズの最終的な ドラマ教育の目的
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は,「子どもたちが,責任感と充実感を自己肯

定感のある大人として成長していくための生き

方の質を高めていく」(Neelands,2010,p3)こ と

である。これは, ドラマ教育の目的であるだけ

でなく,教育の目的であるといえる。逆にいえ

ば, ドラマを通して,こ の教育の目的を達成し

ていくことである。

3.「 コンベ ンシ ョンズ 。アプ ローチ」
の活動例の検討

ニーランズの活動例である「プロディンとい

うモンスター」の検討を通して,「コンベンショ

ンズ・アプローチ」の特徴を明らかにしていく。

このアプローチは,今までDIEと 演劇で使われ

てきた技法やきまりごとを取り上げ,72項 目に

まとめ,それらをどのように使いながらドラマ・

プログラムを構成 していくかを示した (Neelands

&Goode,2000)。

この ドラマ活動例は,ニーランズが,2002年

8月 5-10日 (午前9時か～4時)にアメリカのエ

マーソン大学大学院夏季特別集中講座 「Drama

L Education」 で実施 した ドラマ活動である。

参加者は,エマーソン大学演劇学部 ドラマ教育

修士プログラムの大学院生21名 で,ほ とんどが

ドラマ教師歴20年以上のベテランドラマ教師で

ある。さらに,エマーソン大学大学院教員 2名

と著者の合計24名である。以下のセッションは,

初日の午後に実施された ドラマ活動である。

第 1セ ッションの前に,鬼がモンスターになつ

て参加者たちを追いかける「モンスター鬼ごっ

こ」をウォーミング・アップとして行つた。以

下の ドラマ活動において,ニーランズのことを

ファシリテーターと呼ぶことにする。ファシリ

テーターは, ドラマ活動を導いたり,進行した

り, ときには登場人物を演じながらドラマ活動

に参加する存在である。

<考察 >

「プロディンというモンスター」という一連

の ドラマ活動の導入とウオーミング・アップと

して,「モンスター鬼ごっこ」と第 1セ ッショ

ンの「合唱読み」がある。ニーランズは, ドラ

(1)第 1セ ッション :合唱読み

参加者たちは円形に座る。ファシリテーター

は,絵本の次の内容の 1ページを配る。「昔 ,

あるところにブロディンというモンスターが

いました。ブロディンは,ある土地にひそか

にやつてきました。ブロディンは,石油だけ

を食べ,火をはきながら生きていました。彼

がほえると,大地は揺るぎ,人々は震えまし

た。町という町,村という村は,次々に廃墟
にされました。どんな刀も槍も,彼の厚く硬
い皮膚を突き刺すことはできませんでした。

誰も彼に立ち向かうことはできませんでした。

何人かは,戦いを挑み,一瞬のうちに焼き殺

されて,灰にされてしまいました。もう, ど

こにも隠れる場所はありません。山奥を除い

て,もはや逃げるところがありません。誰も

が,果てしなく山々が続くことを知っていま

した。山奥では,飢え死にするか,凍え死ぬ

かの,どちらかです。ブロディンの奴隷になつ

た方がましです。死ぬより,彼のために石油

を掘る方がましです。」

参加者たちは,一文ずつ,読点の区切り,

単語の区切りなどで読む。次に,読みたくなっ

た参カロ者が好きなだけ読んだり,聞いている

参加者が好きなところで読んでいる参加者に

唱和して読んだり,節に区切つて怖く読み聞
かせるように読んだりする。
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マ活動が「子どもの遊びを起源して,文化的・

個人的に発達して遠くにある演劇芸術につながっ

ていく連続体に位置づいている」(Neelands,1984,

p7)と 述べている。この考えの具体的例とし

て,「モンスター鬼ごっこ」は,「鬼ごっこJを

ルーツにして,モンスターという登場人物を加

え,参加者を導くファシリテーターがいること

により,計画された ドラマ活動へ移行している

こと示している。

参加者たちは, さまざまなやり方で同じ文章

を繰 り返し読んでいる。このこと自体が,体全

体を使つたアクションを伴つていないが,現実

とは違 う「プロディンというモンスター」の世

界に入つていく入口の役割を果たしている。そ

して,徐々にこの世界にはいつていけるように

読み方が組み立てられている。

第 1に,最初は感情移入をぜず,書かれてい

る文字を読むようにし,次に「読みたくなる」

という参加者の自己決定を加味している。つま

り,参加者の自発性と内面の動きに徐々に働き

かけている。そして,最後に「怖く」という感

情を伴 うイメージを喚起している。

第 2に ,絵本に書かれている場面をみながら,

何度も繰り返し読んでいる。つまり,絵本のこ

の場面を刺激物としながら,機械的に言葉とし

て読むことから,イ メージを持つて読めるまで

何度も繰り返している。参加者は,こ の場面の

世界へさまざまなレベルで入つたり,出たりす

ることを繰り返しながら,これから起こるであ

ろう「怖さ」の暗示をドラマ活動の伏線として

知らない間に経験させられている。ニーランズ

の ドラマ活動は,子 どもの遊びのもつ 「おもし

ろさ」があり,参加者はこれに引き込まれて ,

知らず知らずの間に「怖い」世界に入り込んで

しまうよう構成されている。同時に,「怖さ」

の経験を対象化するために,想像世界に入つた

り出たりする,技法をニーランズは使用してい

ると考える。

第 3に ,「プロディンというモンスター」と

いう一連の ドラマ・プログラムにおける,モ ン

スターのイメージをつくっている。このセッショ

ンは,参加者が,個々にブロディンというモン

スターについてイメージし始めるきつかけになっ

ている。

このようにニーランズの ドラマ活動は,子 ど

ものごっこ遊びである劇的遊びをルーツにして ,

ファシリテーターが参加者たちを導きながら,

想像世界を出たり入つたりする経験を繰 り返し

させる, という特徴がある。

(2)第 2セ ッション :プロディンの吠え声を
つくる

ファシリテーターは,「プロディンというモ

ンスターは, どのような吠え声をするか ?」 ,

「大地を揺るがす吠え声は, どのようなもの

か ?」 ,「火をはくかもしれない, どんな音が

するだろうか ?」 などと尋ね,参加者に吠え

声を出してみるように言 う。

<考察>

参加者たちがブロディンの吠え声を出すこと

は,「 もし, 自分がブロディンだったら」と想

像して,実際にブロディンの吠え声を表現して

いる。つまり,イ メージしたことを声で具体的

に表現している。同時に他の参加者が,つ くり

出した吠え声を聞く経験をしている。そして ,

それぞれがプロディンの吠え声を想像し,実際

に声に出してみることで,ブロディンというイ

メージがさらに広げられている。つまり,さ ま
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ざまな声が重なり合 うことである状況を参加者

が協働して創 りだしていることになる。それを

聞いて参加者たちは,ブロディンとはどんなモ

ンスターだろうかを考え,同時に創 りだされた

吠え声に恐怖を感じるようになる。つまり, 自

分たちで創 りだした状況に自ら恐怖を感じるこ

とになる。

第 1セ ッションの絵本の文章を読むことから,

第 2セ ッションでは絵本の登場人物の吠え声を

表現することを通して,登場人物になってみる

経験をしている。

<考察>

第 3セ ッションにおいて,参加者たちは,身

体と吠え声を使つてブロディンのイメージを具

体化する経験をしている。ファシリテーターは,

ブロディンに「なりきる」あるいは憑依するこ

とを要求していない。そうではなく,フ ァシリ

テーターは参加者たちにブロディンを演じるこ

と,同時に距離をもってそのことを眺めること

を要求している。これは,参加者がプロディン

の部位になって動きながら,比喩的表現あるい

は形容詞を部位の前につけ、セリフを言うよう

に指示していることから読み取れる。つまり,

演じている自分と演じている自分を見ている自

分が,同時に矛盾なく存在する状況の経験であ

る。登場人物に憑依することをナレーションの

ようなセリフが妨げて,両者に距離をつくり出

している。

要するに,ニーランズは,参加者に演じなが

ら演じている自分を眺めるようにさせている。

いいかえれば,参加者が登場人物を演じながら,

状況を俯腋する経験をさせようとしている。こ

れが,ニーランズの「コンベンションズ・アプ

ローチ」の一つの特徴である。

<考察>

第 4セ ッションにおいて,参加者たちはペア

をつくり,配布された絵本の 1ページから,興

味のある人物を選び,同 じポーズをとり,フ リー

ズし,フ ァシリテーターの合図で即興的に登場

人物を演じる経験をしている。これは,絵本の

描かれている登場人物に実際になつて,演 じて

みる経験である。これは,あ らかじめ脚本があ

(3)第 3セ ッション :モ ンスターをつくろう

参加者は,5～ 6名 の小グループに分かれ
る。各グループが,ブロディンの全体像を全

員でつくる。ファシリテーターに肩を触られ

たら,フ リーズを解いて,動きながら,自 分
が演じている部位について比喩表現をつけて,

大きな声で言う。たとえば,「巨大なカバの

ように大きい胴体」,「亀の甲羅のように硬い

背中」,「ライオンのようなたてがみを持つ頭」

などである。最後に全グループが,一斉に吠

え声を上げながら,その場で動いてみる。

(4)第 4セ ッション :村人の会話

参加者たちは,ペアに分かれる。ファシリ

テーターは,ブロディンがもうすぐ町へやつ

てくるときの村人たちの様子が描かれた絵を

ペアに一枚ずつ配布する。ペアで話し合い ,

その絵の中で興味のある人物 2人を選び,同
じポーズをして,フ リーズする。ファシリテー

ターがペアの前に来たら,フ リーズを解き,

自分たちの場面を即興的に演じ,ファシリテー

ターが立ち去ったら,その場でフリーズする。

全ペアが終了したら,フ ァシリテーターは ,

村の世話役になり,「 これから,村の合同会

議を始めます。」といいながら,村人を演じ

ている参加者たちを円く座らせる。
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り,それに沿つて演じるような演劇活動ではな

く,前後の文脈のある物語において,ある切り

とられた瞬間から即興的に登場人物を演じるド

ラマ活動である。参加者たちは,言葉と動き,

つまリセリフとアクションで登場人物を即興的

に演じている。

さらに,参加者たちは,フ ァシリテーターが

前に来たら,登場人物が生きているだろう想像

世界に入つていくと同時にその世界を作りだし

ている。そして,フ ァシリテーターが通り過ぎ

たら,その世界から戻つてきて,他のペアがつ

くり出している想像世界を見る経験をする。つ

まり,想像世界に身体的に入つたり,出たりし

ていると同時に,観客のようにして他者がつく

り出している想像世界に入つたり,出たりを繰

り返している。

このようにニーランズの「コンベンションズ・

アプローチJは,参加者たちが登場人物に憑依

してそのままの状態を維持することを要求せず ,

むしろ登場人物を演じながら,登場人物を見な

がら,これらの登場人物を冷静に眺める経験を

繰 り返し提供している。つまり,常に登場人物

に「なりきる」ことを妨げる装置が働いている。

これが,ニーランズの「コンベンションズ・ア

プローチ」の特徴の一つである。

(5)第 5セ ッション :う わさ話

全員が席につくと,フ ァシリテーターが演

じている村の世話役は,隣に座つている村人

に「わたしは,ブロディンが,赤ん坊を食ベ

るのを見た !」 ,「火で焼かれて,一瞬のうち

に跡形もなく灰になった !」 ,「ものすごい炎

で,家が次々に燃え上がった !」 などと噂を

流し,隣の村人に伝えるように指示する。村

人たちを演じている参加者たちは,隣の人に

聞いたことを伝えていく。

<考察>

第 5セ ッションは,フ ァシリテーターと参加

者たちが村人を演じながら,プロディンの噂が

広がっている経験をしている。このセッション

において,参カロ者たちは村人を演じながら,ゲー

ム感覚で噂が広がっていくのを面白がつたり,

噂を誇張して他者に伝えたりしている。つまり,

参加者たちはゲームをしている感覚で遊んでい

る。時間が経つにつれて,噂がだんだん大げさ

になっていき,その大げささを楽しむ, という

ことが参加者たちの間で発生する。逆に言えば,

ファシリテーターは,参加者たちをおもしろが

らせながら村人を演じさせ,ブロディンが存在

する想像的世界へさらに一歩引き入れている。

それも,そのことを参加者たちに気づかせない

ように,表層的にはおもしろおかしい活動であ

るかのように見せかけている。 このように参カロ

者を楽しませながら伏線をはり,想像世界の中

でより深層へと導いていくのが,ニーランズの

「コンベンションズ・アプローチ」の特徴であ

ると考える。

他方,プロディンというモンスターが,徐々

にモンスターとしてのイメージがつくられてい

く過程であるともいえる。つまり,ブロディン

は,モ ンスターという具体的な形をした存在で

あると参加者たちは信じこまされていく過程で

ある。

初期のセッションと比較すると,参加者たち

は村人という登場人物を演じる機会が増えてい

る。しかし,常に村人のままではなく,村人に

なったり,実際の参加者に戻つたりを繰 り返し
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ている。つまり,参加者は,想像世界に出たり

入つたりしている。このような出入りがあるの

が,ニーランズの「コンベンションズ 。アプロー

チ」の特徴であるといえる。

<考察>

第 6セ ッションは,第 5セ ッションの発展形

である。参加者たちは,今まで獲得してきたブ

ロディンについての噂を基にして,さ らに噂を

誇張して他者に伝えている。

参加者たちがばらばらになって歩いていると

きは,村人を演じているというより,現実に戻つ

て,次は何を言おうか,誰 とグループになろう

か,な どと考えている。つまり,現実世界に引

き戻されている。そして,グループになったと

きに村人の井戸端会議という想像世界に入つて

いる。参加者たちは,こ の繰り返しをファシリ

テーターの指示のたびごとに経験している。こ

のようなやり方も,ニーランズの「コンベンショ

ンズ・アプローチ」の参加者を村人に憑依させ

ない仕掛けであると考える。

他方,参加者の中にプロディンについての情

報量が増え,プロディンのモンスターとしての

存在が徐々に明確化されている。同時に,参加

者は知らない間に深みにはまっているような構

成になっている。

一見,脈絡のない小セッションの連続のよう

に見えるが,山場に向かつて計算しつくされた

飛び石を並べているような構成になつている。

参加者たちは,山場に向かわされていることさ

え気づかず,想像世界に出たり入つたりしなが

ら,徐々に深層部分に迫られている。この気づ

かされていないことが,ニーランズの「コンベ

ンションズ 。アプローチ」の特徴である。

(7)第 7セ ッション :子どもの日記

ファシリテーターが村の世話役になり,村

人たちを円く座らせ,これから村の会議をす

るので,も うすぐ長老が来ると村人たちに告

げる。ファシリテーターは,一旦村人から離

れ,今度は村の長老になって現れる。長老は,

堂々と円陣の上座にあたる場所に座る。そし

て,長老は「ブロディンについてのどんな噂

があるのか ?」 と村人たちに尋ねる。そして,

「われわれは,ま ず,ブロディンについて知

る必要がある」と言つて,紙を取り出す。そ

の紙は,最後にブロディンによつて焼かれた

村から発見された子どもの日記である,と説

明する。そして,長老は,「一日日,大地が

揺れた。二日日,人々は荷物をまとめて,出

発の準備をした。三日日,ある人は抵抗して ,

焼かれ灰にされた。四日日,わたしたちは奴

隷になった。」と子どもの日記を読む。長老

は退場し,フ ァシリテーターになって再登場

する。ファシリテーターは, 日記を日にちご

とに切 り,それぞれのグループに一片ずつ渡

(6)第 6セ ッション :う わさの流布

村人の世話役からファシリテーターにもど

る。村人から参加者にもどる。ファシリテー

ターは,「何が,村人たちの勇気を萎えさせ ,

挫かせたか ?」 ,「あなたは何について恐れま

すか ?」 , と問いかけながら,参カロ者たちを

考えさせる。そして,参加者たちは,村人に

なって,部屋を歩きはじめる。ファシリテー

ターが,「 グループ 3」 と言 うと,3人のグ
ループに分かれ,ブロディンの噂を他の村人

に話し,情報交換をする。ファシリテーター

は,「では,歩いて,歩いて」と言いながら,

村人たちをばらばらにして,同様に人数の異

なるグループを組ませて,徐々に噂が広まつ

ているようにする。
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す。そして,グループで話し合い,ナ レーター

と登場人物を決め,その日記の日にちに基づ

く場面をつくるように指示する。そして,各
グループができあがったら,集まってお互い

に場面を見せ合う。

<考察>

第 7セ ッションは,子 どもの日記が,刺激物

として使われている。原作の絵本には,こ のよ

うな日記は存在していない。つまり,ブロディ

ンというモンスターが存在する想像世界に入る

ための刺激物であった。その後のセッションは,

ニーランズが創作した物語である。いいかえれ

ば,ニーランズの ドラマ活動は,絵本を劇化す

るドラマ活動ではなく,絵本から刺激を受けて ,

その背後にあるかもしれない世界をつくり出し

ながら,テーマと登場人物についてさまざまな

視点から考えていくドラマ活動である。

子どもの日記から,参加者たちはナレーター

と登場人物になつて演じ,それをお互いに見せ

合つている。つまり,それぞれのグループは ,

見せることを前提にリハーサルをしている。登

場人物は,ナ レーターのナレーションに合わせ

ながら演技している。ナレーターは,登場人物

の演技を見ながら即興的にナレーションを追加

している。ナレーターも登場人物も役割を演じ

ながら,状況を把握して即興的に対応する経験

をしている。二つのことを同時に行っている。

このやり方も参加者を役にのめり込ませない

「コンベンションズ・アプローチJの特徴であ

ると考える。

(8)第 8セ ッション :生き残った人のホット・

シーティング

各グループからボランティアを一人選び, |

グループの中央に椅子を置き,そこに座るよ

うに言う。この椅子は,ホ ット・シー トとい

う。中央のホット・シー トに座った人は,最

後にプロディンが来た村の生き残 りの村人に

なる。残りのグループの人たちは,これから

ブロディンが来る町の村人になる。ホット・

シー トに座っている生き残りの村人は,他の

村人から質問を受ける。つまり,ホ ット・シー

ティングをする。

<考察>

第 8セ ッションは,参加者たちは村人を演じ

ている。しかし,第 7セ ッションとは,異なる

場面設定である。プロディンが来て廃墟にした

村から逃げてきた生存者という新 しい登場人物

が加えられ,「ホット・シーティング」という

コンベンションが使われている。このコンベン

ションは,誰かが登場人物になり,中央に置か

れている椅子に座り,周 りに座っている人たち

から質問を受ける, というドラマ活動の一つの

技法である。質問をして受け答えをしている中

で,徐々に登場人物や状況の輪郭が明確になっ

ていく。さらに,質問をしていくうちに,想像

世界に深く入り込んでいくようになっている。

質問される登場人物は,さまざまな質問をされ ,

答えていくうちに,登場人物の内面を省察して

いく経験をする。つまり,「ホット・シーティ

ング」をしていく中で人物づくりをしているの

である。

このセッションにおいても,参加者たちは,

一旦現実世界に戻 り,ボ ランティアを決め ,
「ホット・シーティング」の説明を受け,質問

をしながら,答えながら,徐々に想像世界に入つ

ていく。質問しそれに答えるという繰り返しが ,

想像世界に深く入つていくようにさせている。
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さらに,こ こでも,ブロディンというモンスター

が存在するというイメージが深められている。

つまり,モ ンスターという形をしたプロディン

がいる,と いうことである。参加者たちが,こ

のことを信じ込むようにファシリテーターは ド

ラマ・プログラムを構成している。ニーランズ

のドラマ活動は,即興がちりばめてあるが,いつ

ぽう注意深く構成されていて,ある目的に向かつ

て進められている。ニーランズの「コンベンショ

ンズ・アプローチ」の特徴は,あ らかじめファ

シリテーターによつて緻密に計画されているこ

とである。

<考察>

第 9セ ッションは,参加者たちは村人を演じ

ているが,第 8セ ッションの場面と異なる村の

会議の場面である。ファシリテーターは,「ティー

チャー・イン 。ロール」というコンベンション

を使つて,登場人物の一人である長老を演じて

いる。ファシリテーター自身も現実世界に戻つ

たり,想像世界に入つたりを繰 り返している。

長老は,村人たちとディベー トをしながら,

ブロディンがあたかも存在するようなリアリ

ティーを参加者である村人たちに感じとらせて

いる。座ったままの状態であるが,村人たちは,

問題解決の機会を提供され,問題解決をしなが

ら,想像世界により深く入つていく仕掛けになう

ている。

参加者たちは,想像世界への出入りを繰り返

しながら,ブロディンがあたかもモンスターと

して存在している錯覚に陥っていく。ファシリ

テーターは,このような状況が発生するように

あらかじめ計画している。

山に逃げる場面になると,村人たちを演じて

いる参カロ者たちは,次はどうなるのであろうか ,

という気持ちにさせられている。参加者たちは,

村人たちを演じながら,シ リアスでありながら,

まだ嘘っぱい感覚を捨てきれないような余裕を

感じている。いいかえれば,演 じながら,演 じ

ている自分を見ているような状態である。ニー

ランズの「コンベンションズ 。アプローチ」は,

この余裕を持たせることが鍵であると考える。

この余裕が山場の直前であることが,次のセッ

ションの呼び水になつている。

(10)第 10セ ッション :暴かれたプロディン

長老からファシリテーターに戻る。ファシ

リテーターは,全員の村人が部屋の隅に隠れ

たことを確認して,次のナレーションを語る。
「日が昇ったとき,村人たちは,上空から大

きな音がするのを聞き,砂煙が舞い上がるの

を見た。そして,彼 らは空でうなるような音

(9)第 9セ ッション :村の会議

村人全員が,円 く座る。ファシリテーター

が,長老になって登場する。長老は,「ブロ

ディンというモンスターがやって来たとき,

われわれはどうするかを決めなければならな

い。ここに留まるか…みなはどう思うか ?」

と村人たちに尋ねる。そして,長老はディベー

トをしながら,山 に逃げる以外の村人の提案

をすべて否定する。長老は,最終的に山に逃

げるしかないという結論を導き出す。長老は,

最も大切なものを一つ持ってくるように言う。

そして,パントマイムで村人一人ひとりに松

明を手渡し,家に火をつけ焼き払い,再びこ

の場所に戻つてくるように命令する。長老は,

村人たちが戻つてきたら,全員で急いで山奥

に逃げるように指示し, 自ら部屋の隅に移動

する。
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がするのを聞いた。それは,期待していたも
のとは違っていた。爆音は続いた。砂埃の中

から,彼らはパッと光る大きな羽のついた巨

大な金属製の鳥が降り立つのを見た。村人の

ような人間がそこから出てくるのを見た,村
人のような人間ではあるが, どこか違ってい

た。」語り終えるとファシリテーターは,一

度隅に引つ込む。

ファシリテーターは,プロディン社から派

遣されたビジネスマンとして登場し,村人た

ちに次のように呼び掛けたり,独 り言のよう

に話したりする。 (隠れている村人たちに向かつ

て)こ んにちは。 (独 り言のように)何たるひ
どい状況だ。めちゃくちゃじゃないか。何が

起こつたのか…・ (村人に呼び掛けるように)

誰かいますか ? たぶん, どこかで見ている
でしょ,そ うでしょ。何をこわがっているの

ですか ?(プ ロディン社の仲間に向かって)メ
ガホンよこせ !― (村人たちに向かつて)こ ん

にちは !も し誰か,そ こにいるなら,出てき

てくださ―い !わたしたちは,あなたたちを

助けに来たのです。わたしたちは,パイプラ

インを破壊した悪者たちを探しているだけで

す。あなたたち,助けを求めているでしょ,
わかつていますよ。わたしたちは,あなたた

ちの家を建て直します。食べ物もここにあり

ます。誰か,こ こにいらしてください。話し

合いましょう。傷つけたりしませんから。わ

たしたちは,ブロディン社から派遣されてき

ました。ここに来たのは,石油のためだけで

す。あなたたちから石油をほんの少し譲つて

もらいたいだけです。根も葉もない悪いう噂

が流れていますけれど,わたしたちは善良な

人間で,モ ンスターではありません。あなた

たちを決して奴隷なんかにしません。必ず食

べ物を差し上げます。また,あ した来ますか

らね。食料をここに置いていきますからね。」

このようにブロディン社のビジネスマンが ,

助けてあげるから山奥から出てくるように村

人たち説得する。村人たちは,出ようか出ま
いか,選択を迫られる。村人たちは,プロディ
ン社の社員がいなくなると自然発生的に意見

を出し合いながら,これからどうするかにつ

いて議論する。

<考察>

第10セ ッションは,参加者たちにとって予想

外の展開であると考える。モンスターの形をし

たプロディンをイメージしてきたことが,一瞬

のうちに壊され,別の恐怖が襲ってくる経験で

ある。モンスターと思つていたブロディンが ,

石油会社であったことにより,絵本の単なる想

像上の物語と思って演じてきたことが,こ こで

一気に現実社会の問題であることが,参加者た

ちにドラマ活動の中で気づかされる。村人を演

じている参加者が,村人として外へ出ようか出

まいか,参加者自身として出ようか出まいか ,

と遼巡する機会を与えられ,選択を迫られる。

そして,今まで気づかなかった新しい意味を参

加者が自ら発見することになる。

ニーランズの ドラマ活動である「ブロディン

というモンスター」は,同名の絵本を劇化する

ことが目的ではなく,こ の絵本から,その背後

にある物語の世界に入つていき,探求し,現代

社会が抱えている問題について考える機会を参

加者に提供することである。そして,新 しい意

味を参加者自身が自ら発見することである。い

いかえれば,参加者が現実世界と想像世界を行

き来しながら,徐々に想像世界に深く入り込ん

でいき,想像世界で起きている問題が,ま さに

現実世界で起きている問題のメタファーとして ,

参加者に突きつけられ,考えざるを得ない状況
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に追い込まれる経験を参加者がすることである。

想像世界の問題が,現代社会の問題とリンク

して,参加者にドラマ活動を通して,考えさせ ,

自分でこの問題に気づくように構成されている

のが,ニーランズの「コンベンションズ・アプ

ローチ」の特徴であると考える。

<考察>

第11セ ッションでは,参カロ者たちに登場人物

になりながら,問題解決の機会を提供している。

村人たちがこれからどうしたらいいかという問

題は,現代社会に生きている参加者たちの問題

でもある。特に, このセッションは,中東問題

を考えさせるように構成されている。ブロディ

ン社は,ア メリカの石油会社の隠喩であると考

える。この ドラマ・プログラムをアメリカでア

メリカ人の大学院生を対象に行 うことは,ある

意味で危険をあえて冒すことでもある。このあ

えてこのような危険を冒す, ということもニー

ランズの「コンベンションズ 。アプローチ」の

特徴であると考える。

<考察>

ニーランズは,ある特定の結論を参加者に獲

得させようとすることが目的ではなく,個人的

かつ社会的な問題について,参加者に考えさせ ,

今まで気づかなかったことに自ら気づくような

発見の機会を提供することである。したがつて ,

振りかえりをするときも正しい答えを与えるよ

うなことはせず,一人ひとりの参加者が感じた

ことや考えたことを共有する,と いうことになっ

ている。

4.ニーランズの「コンベンションズ・
アプローチ」の特徴

ニーランズの「コンベンションズ 。アプロー

チ」の特徴として,以下の 5つが明らかになっ

た。第 1の特徴は,参加者が想像世界を出たり

入つたりする経験を繰 り返しさせながら,想像

世界に深く入り込ませることである。第 2の特

徴は,参カロ者が登場人物を演じながら,状況を

俯腋する経験をさせようとしていることである。

つまり,参加者を登場人物に憑依させないこと

(11)第 11セ ッション :プロディン社の正体

ファシリテーターがプロディン社のビジネ

スマンになって再登場すると村人たちは,一

斉に静かになる。彼は隠れている村人たちに

向かつて,「まだ,そ こに隠れているのです

か ?誰か出てきて,わたしたちと話し合いま

せんか。洞窟がそこにあるでしょう。たぶん,

攻撃するためにつくられたのでしょう。そこ

にわたしたちが行つたら,喉をかき切られる

かもしれませんからね。わたしは,空爆の責

任を取りたくありませんからね。子どもたち

もそこにいるでしょ。どうか,わたしたちに

二次的惨事を起こさせるようなことをさせな

いでください。」という。間を空けてから,

プロディン社のビジネスマンからファシリテー

ターにもどり,村人たちを演じている参加者

たちに,「終わり !」 と告げる。

(12)第 12セ ッション :振 り返り

参加者たちとファシリテーターが,円 くなつ

て座 り,振 り返りをする。ファシリテーター

は,特定なことについて話し合 うようにテー

マを提示したりせず,参加者の中で言いたい

ことがある人から言 うように方向づける。

(こ のセッションは,一週間のプログラムであれば,

翌日の朝一番に行う場合もある。)
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である。第 3の特徴は,あ らかじめファシリテー

ターによつて緻密に計画された ドラマ活動であ

ることである。第 4の特徴は,ニーランズの ド

ラマ活動のルーツは子どものごっご遊び,つま

り劇的遊びであるということである。したがつ

て,シ リアスな ドラマ活動であつても, どこか

子どもの遊びのもつおもしろさと共通する要素

がある。第 5の特徴は,想像世界の問題が,現

代社会の問題とリンクして,参加者にドラマ活

動を通して,考えさせ, 自分でこの問題に気づ

くように構成されていることである。

5. おわ りに

今後の課題は,ニーランズがどの「コンベン

ション」をどのようにドラマ活動に組み込んで

いるかについて明らかにすることである。さら

に,ニーランズの ドラマ活動が,保育者養成に

果たす役割について明らかにしていきたい。
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